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本
小
論
は
、
恐
慌
と
地
代
と
の
関
係
士
、
ず
ァ
ル
ガ
理
論
の
検
討
を
通
じ
て
考
察
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
て
あ
る
。

恐
慌
の
可
能
性
キ
現
極
的
左
原
因
に
つ
い
て
は
、
『
資
本
論
』
苧
『
剰
飴
債
値
皐
読
史
』
(
と
く
に
第
三
者
、
第
二
部
、
第
三
章
「
資

本
蓄
積
と
恐
慌
」
〕
、
『
反
ヂ
ュ

1
p
y
グ
論
』
た
ど
ぞ
詳
細
に
分
析
吉
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
た
恐
慌
の
可
能
性
平
究
極
的

原
因
か
ら
周
期
的
経
済
現
象
て
あ
る
恐
慌
の
説
明
に
至
る
ま
て
に
は
、
友
治
多
〈
の
中
間
項
を
必
要
と
す
る
。
ず
ァ
ル
ガ
は
、
己
の
中

間
項
の
安
明
に
吉
て
考
察
を
進
出
一
、
恐
慌
が
周
期
性
を
も
っ
根
操
主
も
論
脅
し
上
う
と
試
み
た
。
ま
た
、
農
業
部
面
て
の
恐
慌
に
つ
い

て
も
、
一
九
世
紅
白
最
後
の
四
半
期
と
第
一
時
大
戦
後
の
時
期
と
に
生
起
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
己
の
農
業
恐
慌
は
工
業
部
面
ゼ
の
恐

慌
の
ど
う
忙
周
期
性
を
も
た
ず
、
か
っ
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
も
の
と
し
た
。
と
の
ず
ァ
ル
ガ
の
恐
慌
論
は
、
今
日
て
も
多
く
の

人
蓮
田
問
に
、
ほ
と
ん
ど
モ
の
ま
ま
の
形
ゼ
受
機
が
れ
て
阿
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
左
っ
て
、
こ
の
よ
ラ
な
恐
慌
論
に
た
い
す
る
全
面
的
な
批
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
在
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に

怠
っ
た
も
D
は
、
農
業
恐
慌
の
特
殊
性
白
検
討
で
あ
っ
た
。
モ
し
て
、
農
業
恐
慌
が
周
期
性
土
俵
き
長
期
性
を
も
っ
と
い
う
の
は
、
ず

γ

ル
ガ
白
恐
慌
論
の
依
陥
が
導
き
出
し
た
誤
謬
て
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

h
。
私
は
、
ず
?
ル
ガ
の
農
業
恐
慌
が
周
期
性
を
も



た
ず
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
と
い
う
主
張
を
徹
底
的
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
恐
慌
論
と
と
も
に
地
代
論
が
検
討
さ
れ
注
げ

れ
ば
た
ら
を
い
と
考
え
た
。

地
代
論
は
債
情
論
の
試
合
右
て
あ
る
と
h
わ
れ

τ旧
る
。
債
値
法
則
の
把
握
の
相
異
は
、
土
地
所
有
を
媒
介
に
す
る
債
値
法
則
の
偏

侍
を
問
題
に
す
る
に
至
っ
て
、
極
め
て
大
会
C

左
偏
差
と
左
っ
て
表
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ず
ァ
ル
ガ
に
お
い
て
も
、
恐
慌
の
理
解
を
誤
ら

せ
た
債
値
法
則
把
握
の
弱
貼
が
彼
の
地
代
論
に
大
き
た
偏
向
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
さ

b
に
、
彼
の
農
業
恐
慌
論
を
焦
黙
に
す
え
る

ぽ
あ
い
に
は
、
地
代
論
の
槍
討
は
と
く
に
必
要
で
あ
る
。
費
本
主
義
の
経
済
法
則
が
農
業
部
面
て
ど
の
よ
う
に
貫
徹
し
て
い
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
地
代
論
。
基
礎
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
地
代
請
に
し
て
あ
や
ま
っ
た
な
ら
ば
、
農
業
理
論
全
髄
が
ま
ち

が
っ
た
も
の
と
な
る
こ
と
は
必
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
農
業
恐
慌
の
特
殊
怯
の
問
題
に
関
係
す
る
限
D
て
ず
ァ
ル
ガ
の
恐
慌
論
お
よ
び
地
代
論
を
検
討
し
、
地

代
と
恐
慌
と
の
閥
係
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
己
と
に
し
た
。

そ
こ
ぞ
、
-
己
己
て
は
、

の
今
日
ま
で
の
恐
慌
前
位
、
ほ
と
ん
ど
い
づ
れ
も
こ
目
ゲ
ア
ル
ガ
凸
見
解
を
踏
襲
し
て
い
た
。
一
々
あ
げ
れ
ば
枚
畢
に
暇
が
な
い
e

一
、
一
一
、
代
表

的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
D
ヤ
シ
チ
エ
ン
ヨ
『
農
業
融
持
率
』
、
川
崎
巴
三
郎
『
恐
慌
』
が
あ
る
。
空
た
ず
ア
ル
ガ
批
判
を
内
容
と
し
た
p
ユ
ポ
シ
ッ

ツ
『
農
業
恐
慌
理
論
。
諸
問
題
』
も
結
局
長
期
農
業
恐
慌
を
認
め
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
。

①
五
日
夜
貞
雄
『
農
業
恐
慌
論
』
、
栗
原
宵
寺
「
農
業
恐
慌
講
座
」
(
『
新
し
い
農
業
』
十
二
月
競
)
、
村
上
保
男
「
農
業
恐
慌
論
」
(
控
藤
康
男
網
『
農

業
経
爵
研
究
入
門
』
)

ず
ア
ル
ガ
は
、
恐
慌
の
究
極
的
原
因
か
ら
現
賢
に
恐
慌
が
醤
生
す
る
過
程
に
ま
で
考
察
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
ず
ア
ル
ガ
は
生
産

恐
慌
と
地
代

第
七
十
七
巻
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手
段
生
産
部
門
と
消
費
手
段
生
産
部
門
と
の
不
均
等
登
展
か
ら
恐
慌
を
引
出
し
、
ま
た
恐
慌
の
周
期
性
心
物
的
基
礎
を
固
定
資
本
D
更

新
に
求
め
た
た
め
に
結
局
は
過
小
消
費
訟
に
陥
ら
な
け
れ
ば
な

b
友
か
っ
た
。
己
白
献
が
恐
慌
を
研
究
す
る
多
く
白
人
蓬
が
、
恐
慌
の

究
極
的
な
原
因
が
「
生
窪
田
一
位
舎
的
性
質
と
領
有
の
私
的
・
資
本
主
義
的
様
式
と
D
矛
盾
」
に
あ
る
と
い
う
命
題
に
止
っ
て
い
る
白
と

封
比
さ
れ
る
彼
の
積
極
的
な
と
こ
ろ
ゼ
あ
っ
た
。
そ
し
て
己
白
理
論
が
固
定
資
本
田
微
弱
な
農
業
部
面
に
適
用
さ
れ
て
農
業
恐
慌
が
工

業
恐
慌

ι具
っ
た
循
環
を
す
る
と
主
張
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
白
て
あ
る
。

た
だ
し
ず
ァ
ル
ガ
の
恐
慌
諭
が
過
小
消
費
設
に
陥
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
シ
ス
モ
ン
デ
f
志
ど
の
素
朴
た
誤
謬
を
そ
の
ま
ま
繰
返

し
て
い
る
の
て
は
な
い
。
グ
ァ
ル
ガ
は
、
ま
ず
恐
慌
の
究
極
的
原
因
士
大
衆
の
プ
ロ

V

グ
H
7
的
欣
態
に
求
め
た
が
、
こ
れ
を
モ
り
ま

ま
恐
慌
と
直
結
す
る
主
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

「
恐
慌
白
前
提
を
な
す
も
の
は
、
商
品
生
産
白
無
計
霊
位
・
無
政
府
性
で
あ
る
。

恐
慌
の
基
本
的
原
因
は
、
社
曾
的
生
産
と
費
本
主
義
的
占
有
と
の
間
の
矛
盾
て
あ
る
。
私
的
資
本
主
義
的
占
有
か

b
、
不
可
避
的

に
、
マ
ル
ク
ス
が
、
周
知

ω
よ
う
に
、
幾
度
と
た
く
、
真
由
恐
慌
の
窮
極
的
原
因
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
白
、
大
乗
り
プ
μ

レ
夕
日

ア
的
批
態
が
で
て
く
色
。

し
か
し
な
が

b
、
無
政
府
性
、
吐
曾
的
生
産
と
私
的
占
有
と
り
間
心
矛
盾
、
大
衆
白
プ
ロ
レ
グ

F
ア
的
欣
態
、

l
lこ
れ
ら
す
べ

て
は
・
資
本
主
義
の
下
に
あ
っ
て
は
、
恒
常
的
な
現
象
ぞ
あ
る
。

.. 
再
生
産
D
循
環
的
進
行
の
原
動
力
た
る
も
の
は
資
本
の
蓄
積

て
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
主
義
的
市
場
主
一
定
の
限
界
に
ま
て
搬
大
さ
せ
れ
ば
、
己
れ
に
績
い
て
、
恐
慌
の
直
接
的
原
因
へ
と
醇
化
す

る
の
で
あ
る
。
」

こ
己
て
は
賛
本
蓄
積
の
一
定
の
登
展
が
、
恐
慌
白
直
接
的
原
因
の
説
明
の
た
め
に
引
入
れ
b
れ
て
h

耳
目
、
恐
慌

ω究
極
的
原
因
か
ら



現
買
の
恐
慌
に
い
た
る
中
間
項
の
設
明
が
開
始
き
れ
て
い
る
。
ず
ァ
ル
ガ
は
さ
ら
に
、
二
部
門
の
不
均
等
護
展
に
つ
い
て
の
ベ
、
固
定

安
本
の
更
新
世
再
生
産
の
循
環
的
進
行
の
基
礎
と
し
て
把
握
す
る
。

「
資
本
主
義
白
下
に
お
い
て
は
、
競
需
は
、
『
浪
落
を
恐
れ
る
あ
ま
り
』
蓄
積
を
飴
儀
な
く
さ
壮
る
。
・
:
・
現
質
的
蓄
積
遁
程
、

治
よ
び
、
主
要
な
と
と
だ
が
、
固
定
資
本
の
鎖
大
遁
程
が
進
展
す
る
眼
目
、
資
本
主
義
市
場
は
披
大
さ
れ
る
。
蓄
積
ほ
、
快
復
白
局

面
お
よ
び
繁
柴
局
面
へ
白
移
行
を
傑
件
づ
け
る
。

と
れ
ら
の
循
環
諸
局
面
に
お
い
て
、
斉
木
家
は
、
盆
与
大
な
る
程
度
に
お
h
て、

第
一
部
門
の
生
産
の
一
増
大
は
、
可
礎
資
本
・
・
:
の
増
大
を
も

h
h
b
し
、
こ
れ
に

よ
っ

τ消
費
資
料
の
販
路
は
披
大
さ
れ
、
第
二
部
門
も
主
た
快
復
が
移
っ
て
来
る
の
一
で
あ
る
。
己
の
よ
淘
つ
に
、
固
定
資
本
の
更
新
は
、

再
生
産
D
循
環
的
準
行
D

『
物
質
的
基
礎
』
を
た
す
も
の
て
あ
る
。
」

第
一
部
門
の
商
品
白
購
買
者
と
し
て
現
れ
る
。

た
し
か
に
、
己
己
主
ゼ
の
説
明
て
は
、

一
鷹
山
ソ
ス
吐
ン
ヂ
ィ
h
T
T

ル
サ
ス
よ
り
は
、
あ
る
い
は

y
ガ
y
・
パ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
や
ロ

1

ず
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
主
b
は
、
正
し
く
再
生
産
過
程
が
担
え

b
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ζ

の
不
均
等
稜
展
か
ら
直
ち
に
恐
慌
を
引
出

ナ
女
の
言
葉
は
、
ま
古
に
千
依
田
功
を
一
築
に
日
間
く
も
の
て
あ
可
戸
た
。

、
、
、
、
.
、
、
、

.. 
、
、
、
、

「
資
本
家
は
、
絞
ら
が
生
産
手
段
を
、
無
限
に
相
互
に
購
買
す
る
こ
と
は
、
て
き
た
い
。
生
産
手
段
は
す
べ
て
『
究
極
に
お
い
て
』

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

消
費
資
料
の
生
産
に
役
立
つ
も
の
て
あ
る
。
モ
れ
ゆ
え
、
第
二
部
門
の
商
品
目
腹
責
は
、
す
な
わ
ち
『
祉
舎
の
消
費
力
』
は
、
第
一

、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

部
門
白
商
品
の
販
賀
を
も
制
限
す
る
。
か
か
る
限
界
の
存
在
己
そ
は
、
再
生
産
の
周
期
的
恐
慌
を
明
確
に
論
詮
す
る
も
由
て
あ
る
。

:
・
モ
れ
ゆ
え
、
市
場
を
抜
大
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
快
復
と
繁
撲
と
を
よ
び
起
す
と
こ
ろ
の
、
蓄
積
は
、
-
定
白
時
期
に
、
不
可

、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

避
的
に
恐
慌
を
も
た
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
固
定
費
本
白
損
大
が
部
分
的
に
終
り
を
つ
げ
、
新
し
い
機
械
、
新
し
い
刊
工
場

が
増
大
さ
れ
た
量
の
商
品
・
特
に
、
第
二
部
門
の
商
品
在
市
場
に
投
げ
出
し
は
じ
め
る
瞬
間
に
、
祉
舎
白
消
費
力
が
増
大
し
た
生
産

恐

慌

と

地

代

第
七
十
七
巻

。

第

按
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に
よ
っ
て
市
場
に
投
げ
だ
さ
れ
た
商
品
を
苓
込
む
に
は
徐
り
に
も
小
古
い
己
と
を
示
ナ
に
至
る
。
か
く
て
恐
慌
は
不
可
避
と
な
る
」

(
傍
貼
筆
者
)
。

己
こ
に
は
、
明
ら
か
に
過
小
消
費
説
的
左
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
生
産
手
段
の
生
産
が
す
べ
て
「
安
極
に
お
い
て
」
消
費
資
料
の
生

産
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
己
と
か

b
、
た
だ
ち
に
第
二
部
門
の
商
品
の
販
賓
が
、
第
一
部
門
の
商
品
の
版
費
を
も
制
限
す
る
と

結
び
つ
け
、
消
費
資
料
の
消
費
能
力
士
己
え
る
過
剰
生
産
が
必
歪
で
あ
る
と
み
在
し
て
い
る
。
不
均
等
登
展
か
ら
恐
慌
が
引
目
さ
れ
て

い
る
。
己
れ
て
は
、
再
生
産
表
式
と
く
に
讃
大
再
生
産
の
表
式
、
さ
ら
に
は
技
術
的
進
歩
に
よ
る
可
餐
資
本
の
不
都
一
資
本
に
た
い
す
る

比
率
白
遁
減
を
と
り
入
れ
た
讃
大
再
生
産
の
表
式
の
意
義
も
全
然
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
不
均
等
登
展
に
闘
す
る
理
論
は
、
何
よ
り
も

ま
ず
養
本
主
義
一
世
舎
に
ゐ
け
る
生
産
の

E
大
友
成
長
が
決
し
て
モ
れ
に
照
臆
す
る
人
民
消
費
の
増
大
を
伴
わ
な
い
と
い
う
矛
盾
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
の
無
制
限
的
損
張
と
消
費
の
狭
隆
な
基
礎
と
の
矛
盾
は
、
た
だ
ち
に
賢
現
の
可
否
の
問
題
と

結
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
生
産
の
た
め
白
生
産
、
消
費
に
照
慮
せ
ぬ
生
産
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ず
ァ
ル
ガ
は
質
現

の
不
能
に
の
み
一
固
化
し
て
不
均
等
登
展
自
躍
を
恐
慌
の
原
因
と
み
、
な
し
た
爪
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
が
て
て
く
る
の
は
、
平
均

利
潤
の
法
則
を
無
視
し
て
い
る
か

b
て
あ
る
。
平
均
利
潤
の
法
則
て
は
、
個
々
の
資
本
が
最
大
限
の
利
潤
誼
及
を
し
、
モ
の
結
果
平
均

化
さ
れ
た
利
潤
が
質
現
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
最
大
限
の
利
潤
追
求
に
と
フ
て
は
、
大
衆
の
紋
臨
な
購
買
力
に
制
約

さ
れ
て
い
る
消
費
手
段
よ
り
は
、
大
衆
の
貧
困
な
購
買
力
か
b
樹
立
し
て
い
る
生
産
手
段
の
方
が
は
る
か
に
有
利
で
あ
る
。
そ
己
に
、

第
一
部
門
の
不
均
等
登
展
、
さ
ら
に
不
均
衡
強
畏
が
必
然
化
す
る
の
て
も
あ
っ
た
。
生
産
手
段
生
産
の
後
建
が
消
費
手
段
の
生
産
培
大

に
ま
で
下
降
し
て
、
モ
己
の
大
衆
の
狭
障
な
消
費
能
力
と
ぶ
つ
か
っ
て
恐
慌
が
起
る
と
い
う
ず
γ
ル
ガ
理
論
は
、
己
の
平
均
利
潤
の
法

則
士
無
視
し
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
も
の
で
あ
る
。



己
の
過
小
消
費
説
的
傾
向
を
も
っ
た
ず
ァ
ル
ガ
の
恐
慌
理
論
が
農
業
部
面
に
遁
用
さ
れ
て
、
農
業
恐
慌
が
周
期
性
を
ま
た
ず
、
か
つ

長
期
に
わ
た
っ
て
持
績
す
る
と
い
う
特
殊
性
の
指
摘
に
な
る
u

ま
ず
ず
ァ
ル
ガ
は
、
農
業
恐
慌
も
資
本
主
義
的
た
過
剰
生
産
恐
慌
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
農
業
恐
慌
の
基
本
的
原
因
は
循
環
的
工
業
恐
慌
と
同
じ
上
う
に
、
生
産
の
枇
曾
的
性
質
と
占
有
の
資
本
主
義
的
形
態
と
の
矛
盾
、

お
よ
び
己
の
矛
盾
と
結
び
つ
い
た
大
裁
の
貧
困
と
購
買
力
の
滅
少
で
あ
る
。
己
の
意
味
に
b
h
v
て
、
農
業
恐
慌
は
『
資
本
主
義
的
恐

慌
』

j
iて
あ
る
。
恐
慌
む
外
面
的
愛
現
も
ま
た
同
一
で
あ
る
。

hv
づ
れ
の
恐
慌
も
、
過
剰
生
産
恐
慌
て
あ
る
。
」

こ
こ
て
は
、
大
衆
の
貧
困
佑
が
恐
慌
と
直
結
さ
れ
、
過
小
消
費
設
的
傾
向
が
全
く
い
か
ん
た
〈
頴
在
化
さ
れ
て
い
る
。
消
費
の
限
界

と
生
産
の
無
政
府
性
と
が
直
接
的
に
結
び
合
わ
さ
れ
る
と
き
、
必
然
的
に
、
「
蓄
積
は
恒
常
的
た
相
射
的
過
剰
生
産
と
一
致
す
る
」
こ

と
に
た
り
、
恒
常
的
な
恐
慌
が
出
現
し
な
け
抗
ぽ
な
b
左
く
な
る
。
農
業
恐
慌
と
工
業
恐
慌
と
の
差
異
が
循
環
の
遠
い
に
ま
で
按
大
さ

れ
、
長
期
に
わ
た
る
農
業
恐
慌
が
考
え
出
さ
れ
て
恒
常
的
社
恐
慌
へ
の
接
近
が
質
現
さ
れ
る
。

「
農
業
恐
慌
と
工
業
恐
慌
と
の
問
に
も
大
き
た
差
異
は
あ
る
。
工
業
恐
慌
は
、
ナ
ゼ
に
一
世
紀
に
わ
た
ヲ
て
、
周
期
的
に
八

t
一

二
年
を
一
循
環
と
し

τ繰
返
し
生
じ
た
の
に
反
L
、
置
の
農
業
恐
慌
は
、
費
本
主
義
の
会
歴
史
に
わ
た
っ
て
、
僅
か
二
度
し
か
な
か

ワ
た
。
ー
ー
そ
の
一
つ
は
一
九
世
組
の
最
後
の
四
待
期
の
そ
れ
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
こ

O
世
相
の
第
一
次
大
戦
後
の
時
期
に
お
け

る
農
業
恐
慌
て
あ
る
。
」

て
は
、
こ
の
よ
う
た
農
業
恐
慌
と
工
業
恐
慌
と
の
循
環
の
遠
い
が
生
じ
る
原
因
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ず

ア
ル
ガ
は
、
農
業
に
沿
い
て
は
小
農
生
産
が
支
配
的
て
あ
る
己
と
と
、
固
定
資
本
が
徴
弱
て
あ
る
こ
と
と
士
、
地
代
の
存
在
と
と
も
に
、

そ
の
原
因
と
み
て
い
る
。

恐

慌

k

地

代

第
七
十
七
巻

目

o=
一
第
]
践

ー
O 
= 



恐

慌

と

地

代

第
七
十
七
巻

一O阿
第
一
読

『

O
四

「
世
界
資
本
主
義
農
業
陀
治
い
て
支
図
的
な
も
の
は
、
農
業
生
産
者
も
ま
た
資
本
に
従
属
さ
れ
、
各
種
の
様
式
に
よ
っ
て
搾
取
古

れ
る
と
は
い
え
、
古
た
安
本
家
的
大
規
模
農
業
企
業
が
農
業
経
倍
よ
り
も
ず
っ
と
高
く
つ
く
と
は
い
え
、
且
純
商
品
生
産
お
よ
び
宮

家
消
費
の
た
め
の
生
産
て
あ
る
。
」
「
農
業
に
ゐ
け
る
資
本
白
有
機
的
構
成
は
極
め
て
低
い
。
固
定
資
本
、
す
な
わ
ち
再
生
産
の
循
環

的
進
行
の
「
物
貨
的
基
礎
』
の
役
割
は
工
業
に
ゐ
け
る
よ
り
も
著
し
く
微
弱
で
あ
る
。
」

ま
た
別
の
所
て
、
農
業
恐
慌
が
循
瑛
性
を
快
く
原
因
と
し

τ、
ωベ
Y

の
祉
曾
的
消
費
高
は
工
業
循
猿
の
進
行
欣
態
か
ら
ご
と
わ

ず
か
影
響
を
う
け
る
に
す
ぎ
た
い
己
と
、

ω穀
物
生
産
期
間
は
ほ
と
ん
ど
一
年
か
か
る
こ
と
、
同
開
農
業
生
産
費
の
中
て
固
定
支
出
が

工
業
よ
り
透
か
に
高
M
V

己

ι、
川
何
分
散
的
た
農
業
生
産
て
は
債
格
釣
上
げ
等
の
生
産
減
少
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
己
と
、
助
農
業
て

は
生
産
期
聞
が
左
が
く
景
気
が
よ
い
か

b
と
て
す
ぐ
生
産
横
張
が
ぞ
き
な
い
己
と
た
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
左
が
b
、
グ
ァ
ル
ガ
の
こ
の
よ
う
な
農
業
恐
慌
の
長
期
性
の
論
詮
も
、
少
し
巌
密
に
検
討
す
る
た
ら
ば
、
ず
ァ
ル
ガ
自
身
が

農
業
恐
慌
も
資
本
主
義
的
な
過
剰
生
産
恐
慌
に
ほ
か
左
ら
ず
、
生
産
の
一
位
曾
的
性
質
と
所
有
の
私
的
形
態
と
の
矛
盾
が
究
極
な
原
因
て

あ
る
と
い
っ
て
い
る
己
と
と
相
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
ず
、
ず
ァ
ル
ガ
は
農
業
に
お
い
て
担
純
商
品
生
産
が
優
越
し
て
い
る
己
と
を
農
業
恐
慌
が
工
業
恐
慌
と
異
っ
た
循
環
を
す
る
こ
と

の
原
因
と
み
な
し
、
し
か
も
己
の
直
純
商
品
生
産
の
優
越
を
「
現
在
ま
で
の
と
己
ろ
、
市
場
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
農
産
物
の
墜
倒
的
部

介
は
、
資
木
家
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
ず
農
民
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
」
と
数
的
優
越
て
は
な
く
経
済
的
優
越
と
理
解
し
て
W
る
が
、

こ
れ
で
は
安
本
主
義
的
恐
慌
の
究
極
的
原
因
と
み
な
さ
れ
る
佐
倉
的
生
産
と
私
的
占
有
と
の
矛
盾
は
農
業
部
面
に
は
存
在
し
え
た
円
乙

と
に
な
り
、
農
業
は
資
本
主
義
的
恐
慌
を
引
起
す
構
成
部
分
に
は
な
り
え
な
い
己
と
に
な
る
。

己
の
上
う
に
、
農
業
に
お
い
℃
小
農
が
経
済
的
に
優
越
し
て
い
る
と
し
て
恐
慌
生
起
の
保
件
モ
れ
自
身
を
否
定
し
て
し
ま
ワ
た
の
て



は
、
恐
慌
が
長
期
性
を
も
っ
原
因
と
し
て
固
定
資
本
の
微
弱
性
を
も
ち
だ
し
て
き
で
も
ナ
Y

セ
ン
ス
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
固
定
資
本
の

徴
弱
性
か
ら
恐
慌
の
長
期
性
を
論
詮
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
身
も
間
違
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
固
定
資
本
の
更
新
に
よ
る
景
気
の
循
環

と
い
う
己
と
は
費
本
主
義
社
舎
の
総
経
済
過
程
、
資
本
主
義
経
済
の
全
般
に
つ
い
て
は
じ
め
て
起
り
う
る
の
で
あ

p
、
恐
慌
が
資
本
主

経
義
捕
の
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
殺
生
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ず
ァ
ル
ガ
の
よ
う
に
、
間
別
的
左
部
面
の
固
定

安
本
白
強
弱
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
面
の
恐
慌
の
強
弱
や
具
る
周
期
を
つ
〈
り
だ
す
根
援
と
な
る
も
の
で
は
左
い
。
し
た
が
っ
て
、
固
定

安
本
白
微
弱
と
い
う
こ
と
も
、
農
業
恐
慌
の
周
期
性
の
依
如
を
示
す
論
擦
と
す
る
こ
と
は
で
き
社
い
。

こ
の
-
よ
う
に
、
小
農
の
優
越
と
固
定
費
木
の
微
弱
性
は
と
も
に
、
グ
ァ
ル
ガ
が
考
え
た
よ
う
に
農
業
恐
慌
の
特
殊
性
を
諭
す
る
も
の

ぞ
は
左
く
、
か
え
っ
て
あ
る
い
は
農
業
に
は
資
本
主
義
的
た
過
剰
生
産
恐
慌
が
生
起
す
る
保
件
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
己
と
を
論
詮

す
る
も
の
ぞ
あ
り
、
あ
る
い
は
農
業
部
面
白
恐
慌
だ
け
が
資
!
一
不
主
義
社
曾
の
全
メ
カ
エ
ズ
ム
と
は
な
れ
た
特
殊
な
循
環
を
と
担
え
な
い

と
と
を
明
ら
か
に
す
る
根
擦
と
た
る
も
の
を
の
で
あ
る
。
農
業
恐
慌
が
工
業
恐
慌
の
よ
う
た
周
期
性
を
も
た
ず
長
期
に
わ
た
っ
て
持
綾

す
る
と
い
う
こ
と
は
根
擦
を
持
た
ぬ
と
と
に
な
っ
℃
し
ま
っ
た
。

そ
わ
か
ら
、
単
純
商
品
生
産
が
経
済
的
に
優
越
し
て
い
て
、
主
だ
斉
本
主
義
的
社
諸
関
係
が
支
配
的
に
た
っ
て
い
左
い
、
農
業
を
農

業
恐
慌
の
基
礎
と
み
な
す
の
は
、
そ
の
よ
う
な
農
業
が
資
本
主
義
化
胃
れ
て
ゆ
く
過
程
て
た
ど
る
農
業
経
瞥
の
品
川
機
ま
で
屯
農
業
恐
慌

と
混
同
し
て
い
る
か
ら
た
の
一
て
あ
る
。

と
己
ろ
ゼ
、
ず
ア
ル
ガ
が
過
小
消
費
説
的
傾
向
を
も
っ
恐
慌
輸
を
農
業
部
面
に
遁
用
し
て
、
己
の
主
う
た
農
業
恐
慌
論
者
展
開
す
る

に
い
た
っ
た
の
は
一
つ
に
は
、
伎
の
農
業
に
た
い
す
る
理
論
的
を
把
握
が
誤
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
介
。
そ
こ
J
t
、
ず
ァ
ル
ガ
の
農
業

恐
慌
論
が
ど
の
上
う
陀
し
て
で
き
上
っ
た
か
を
知
る
た
め

r彼
の
農
業
理
論
と
く
に
そ
の
基
礎
を
な
す
地
代
諭
の
検
討
が
必
要
に
た
る
。
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小
農
の
優
越
も
、
固
定
資
本
の
徴
弱
特
も
、
と
も
に
農
業
に
お
け
る
釜
本
主
義
の
護
展
の
遅
歩
性
を
示
す
も
の
と
し
て
把
え
る
の
が
正

し
い
の
で
あ
り
、
こ
の
農
業
に
お
け
る
費
木
主
義
登
展
の
渥
歩
性
は
地
代
論
を
媒
介
に
し

τは
じ
め
て
理
論
的
に
正
し
く
論
設
さ
れ
る

‘
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

①
斐
本
主
義
正
官
の
基
本
的
矛
盾
を
「
生
産
自
社
官
的
性
賓
と
領
有
の
私
的
・
資
本
主
義
的
様
式
唱
と
の
矛
盾
」
に
求
め
な
い
「
マ
ル
ク
ス
主
覇
者
」

の
恐
慌
論
唱
と
し
て
、
宇
野
弘
蔵
民
『
恐
慌
論
可
愛
た
こ
の
宇
野
氏
の
理
論
を
基
礎
に
農
業
恐
慌
を
検
討
し
た
大
内
力
氏
『
農
業
恐
慌
』
が
あ
る
が
、

と
乙
で
は
、
の
と
命
題
を
認
め
る
と
と
を
大
前
提

ξ
L
て
、
こ
の
A
W
閤
を
認
め
な
い
宇
野
氏
邑
干
の
理
論
は
一
躍
考
慮
の
外
に
お
く
こ
と
に
し
た
。

②
『
世
界
経
済
恐
慌
具
、
第
一
春
、
第
一
部
。

①
シ
ス
号
シ
デ
イ
や
マ
ル
サ
ス
の
素
朴
な
恐
慌
前
に
関
し
て
は
『
剰
融
債
偲
皐
韓
民
』
、
『
浪
漫
訳
担
祷
皐
批
判
』
が
あ

E
、
マ
ル
ク
ス
の
二
部
門
分

制
を
理
解
で
き
な
か
ワ
た
ツ
ガ
ン
曲
、
ロ

l
f
の
恐
慌
論
に
閣
じ
で
は
山
間
盛
文
郎
氏
『
再
生
産
過
程
表
式
分
析
序
論
』
に
詳
し
〈
批
列
さ
れ
て
い
る
。

グ
ァ
ル
ガ
の
地
代
論
は
、
地
代
主
生
産
関
係
と
切
離
れ
た
も
の
と
し
て
把
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
己
の
出
没
鮪
て
の
大
き
な
誤
謬
が
、

被
の
農
業
理
論
争
鰹
に
わ
ぎ
わ
い
し
て
い
る
。

ま
ず
差
額
地
代
・
絡
調
地
代
に
閲
し
て
は
、
己
れ
を
債
値
法
則
か
ら
把
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
差
額
地
代
の
存
在
は
、
生
産
闘
係
と
は
無
関
係
な
自
然
的
事
買
で
あ
る
。
封
建
経
済
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
表
わ

さ
れ
て
い
た
。
す
左
わ
ち
、
よ
り
よ
い
土
地
を
持
っ
て
悼
る
領
主
は
、
重
い
負
婚
を
農
奴
に
開
閉
し
、
か
く
て
同
教
の
農
奴
に
よ
っ

τ

よ
り
大
た
る
所
得
を
得
た
。
差
額
地
代
は
、
礎
本
主
義
に
お
い
て
、
土
地
所
有
と
土
地
耕
作
と
を
分
つ
資
本
主
義
的
小
作
制
度
を
取

る
冊
、
初
め
て
、
一
つ
の
経
済
問
題
と
在
る
」
(
傍
貼
筆
者
)
。



封
建
的
な
生
産
関
係
の
も
と
で
は
、
地
代
は
剰
徐
債
値
の
支
配
的
た
形
態
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
取
得
す
る
領
主
は
、
生

産
カ
白
高
hv
領
地
ぞ
は
、
同
教
の
農
奴
か
ら
、
よ
り
多
く
の
剰
徐
債
値
の
量
を
収
奪
す
る
こ
と
が
て
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
地

代
の
牧
奪
は
、
差
額
地
代
の
徴
牧
と
は
全
く
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
差
額
地
代
は
、
資
本
主
義
的
小
作
制
度
の
も
と
で
、
は
じ
め
て
一

つ
の
経
済
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
て
、
は
じ
め
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
差
額
地
代
が
存
在
す
る
た
め

に
は
、
市
場
債
倍
、
ヰ
均
利
潤
、
生
産
債
値
な
ど
が
前
提
と
し
て
存
在
L
怠
け
れ
ば
左
b
恋
い
。
己
の
前
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
超

過
利
潤
の
地
代
へ
の
時
化
が
可
能
に
も
な
り
問
題
に
も
な
る
の
て
あ
る
。
己
の

Z
う
な
差
額
地
代
を
、
「
生
産
開
孫
と
は
無
関
係
な
自
然

的
事
笠
て
あ
る
」
と
す
る
見
解
は
、
生
産
力
と
牛
一
産
闘
孫
と
の
闘
孫
は
理
解
て
き
ず
、
盟
度
b
z
土
に
固
定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
か

ら
で
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ず
ァ
ル
ガ
が
盟
度
を
土
地
に
固
定
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
己
と
は
、

本
質

ι
属
当
日
白
血
2
の
O
H
角
。
岡
田
島
由
同
)
阿
南

q
o
p
z
d
Z邑
O

《
同
日
出

&
g
s
E
]乞
H

t

理
解
す
る
た
め
に
は
簡
単
に
:
債
値
・
債

格
お
よ
び
利
潤
の
闇
申
読
に
燭
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
彼
の
言
葉
が
最
も
雄
擦
に
物
語
つ
℃
い
る
。
差
額
地
代
の
貨
幣
形
態
て

「
地
質
差
額
地
代
の
貨
幣
形
態
の

は
な
く
て
、
差
額
地
代
主
れ
自
身
も
、
債
値
・
債
格
に
閲
す
る
理
論
の
理
解
が
託
け
れ
ば
本
質
的
に
解
明
て
ぎ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
「
地
質
美
額
地
代
の
貨
幣
形
態
」
と
い
っ
た
と
己
ろ
に
、
盟
度
を
固
定
化
し
て
把
え
、
そ
の
地
質
か
ら
差
額
地
が
生
じ
、
そ
の

貨
幣
形
態
b
k

理
解
す
る
た
め
に
は
、
債
値
・
債
格
論
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
た
己
と
が
表
れ
て
い
る
。
望
度
を
固
定
化
さ
せ
て
把
え

る
と
昔
、
普
額
地
代
に
と
っ
て
は
「
牧
穫
握
減
の
法
則
」
が
母
糧
に
な
ら
左
け
れ
ば
な
b
な
く
な
る
。
ず
ァ
ル
ガ
が
、
差
額
地
代
に
牧

穫
暗
唱
減
の
現
象
を
極
め
て
重
要
観
し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
差
額
地
代
主
「
牧
穫
遁
減
の
法
則
」
か
ら
導
き
出
す
己
と
己
モ
、
マ
ル

グ
ス
が
最
も
カ
を
己
め
て
批
判
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

市
場
債
値
、
平
均
利
潤
、

生
産
債
格
を
差
額
地
代
モ
れ
自
身
白
前
提
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

差
額
地
代
を
「
牧
穫
逓
減
の
法

恐

慌

1
4
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代

第
七
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七
巻
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七

第

披

O 
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則
」
か
ら
導
き
出
し
た
す
γ

ル
ガ
は
、
絶
街
地
代
に
蹄
し
て
は
、
モ
白
基
礎
を
土
地
所
有
の
濁
占
に
白
み
求
め
て
、
も
う
一
つ
の
基
礎

ぜ
あ
る
安
本
の
有
機
的
構
成
D
問
題
を
無
親
し
て
し
ま
っ
た
。

農
産
物
。
債
値
と
債
格
に
つ
h

て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
円
相
担
封
地
代
士
論
ず
る
時
に
は
、
己
の
一
こ
と
に
燭
れ
ず
に
す
ん
だ
。
す

な
わ
ち
、
土
地
に
お
け
る
私
所
有
権
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
単
純
な
倶
格
騰
貴
と
し
て
の
結
封
地
代
は
、
」
円
か
在
る
債
格
論
と
も
一
致

し
う
る
」
と
h
v

つ

τい
る
。
絶
封
地
代
を
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
無
関
係
に
把
え
、
結
封
地
代
の
基
礎
を
土
地
所
有
の
濁
占
に
の
み

求
め
て
い
る
己
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
h
る。

絶
封
地
代
の
基
礎
を
土
地
所
有
の
猪
占
に
の
み
、
求
め
る
と
い
う
賄
て
は
、
カ
ウ
ァ
キ
l
m
u
見
解
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
カ
ウ

ッ
キ
ー
の
ぼ
あ
円
に
は
、
斉
本
白
'
有
機
的
構
成
が
ヱ
業
よ
り
も
低
位
に
お
か
れ
て
い
る
と
同
う
子
と
そ
れ
自
身
陀
も
疑
問
を
も
ち
、
ま

た
、
た
と
え
低
位
に
お
か
れ
℃
い
る
に
し
て
も
、
資
本
の
回
梓
期
間
の
長
期
性
に
よ
っ
て
充
介
氏
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
と
と
て

あ
っ
た
。
ず
ァ
ル
ガ
牧
、
資
本
の
有
機
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
は
何
事
も
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ず
ァ
ル
ガ
て
は
、
農
業

に
お
い

τは
小
曲
障
が
優
越
し
て
お
り
、
固
定
資
本
が
微
弱
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
の
有
機
酌
構
成
の
低
位
性
は
営
然
の

己
と
と
考
え

b
れ
た
と
い
う
己
と
も
で
き
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
土
地
所
有
白
調
占
に
上
っ
て
農
産
物
白
債
格
が
債
倍
と
生
産
債
格

と
の
聞
で
さ
め
ら
れ
、
そ
こ
に
絶
封
地
代
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
か

b
、
絶
封
地
代
を
設
明
す
る
た
め
に
は
、
と
の
農
産
物
の
生
産
侵

格
が
債
値
に
蓮
し
な
い
と
い
う
理
由
す
な
わ
ち
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
白
低
位
性
を
依
く
こ
と
は
ぞ
き
左
い
。
そ
れ
を
、
絶
封
地
代

を
論
ず
る
時
に
は
、
債
値
と
債
格
と
の
問
題
に
は
鯛
れ
左
く
て
も
よ
い
と
い
っ
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
問
題
に
も
れ
て
い
た
い
の

は
、
ず
ァ
ル
ガ
が
、
差
額
地
代
D
ば
あ
い
と
同
様
に
、
絶
封
地
代
を
債
値
法
則
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
か

b
て
あ
る
。

己
む
よ
う
に
ず
ァ
ル
ガ
の
差
額
地
代
治
よ
び
絶
樹
地
代
に
闘
す
る
見
解
を
検
討
し

τ、
ず
ァ
ル
ガ
が
地
代
を
生
産
関
係
と
切
離
れ
た



も
の
と
し
て
理
解
し
、
差
額
地
代
主
「
土
地
牧
獲
遜
減
の
法
則
」
か
ら
導
き
出
し
、
招
附
封
地
代
に
沿
い
て
は
土
地
所
有
白
濁
占
の
与
主

強
調
し
て
土
地
の
経
皆
の
濁
占
に
燭
れ
て
い
な
い
己
と
な
ど
は
、
ず
ァ
ル
ガ
の
地
代
論
が
ブ
ル
ガ
コ
フ
や
修
正
主
義
者
の
地
代
論
と
極

め

τ類
似
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
弘
。
修
正
主
義
者
達
は
、

「
土
地
牧
穫
遜
減
の
法
則
」
と
土
地
所
有
の
樹
占
と
か

b
導

き
出
さ
れ
る
地
代
請
を
基
礎
に
し
て
、
農
業
に
お
い
て
資
本
主
義
的
危
経
済
法
則
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
ヴ
ァ
ル
ガ
も
そ
の

よ
う
な
結
論
に
陥
ら
弘
低
け
れ
ば
な
b
な
い
。
大
経
瞥
が
小
経
瞥
を
騎
途
す
る
と
hv
う
関
係
が
農
業
に
も
貫
徹
す
る
己
と
を
、
次
の
よ
う

に
否
定
し
て
W
る。

「
経
営
の
大
い
さ
て
は
な
く
亡
、
農
業
人
口
の
文
化
が
一
般
に
土
地
の
牧
盆
を
決
す
る
の
だ
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
主
張
は
、
ま
た

統
計
的
に
も
こ
れ
を
詮
明
し
う
ず
向
。
し

己
白
詮
明
の
た
め
に
、
第
一
女
大
殿
前
ア
年
聞
に
お
け
る
小
委
・
裸
萎
・
大
萎
お
よ
び
燕
姿
の
一
へ

F
グ

l
ル
の
平
均
牧
盆
を
基
準

に
し
て
、
ヨ

1
ロ
y
a
ハ
の
園
々
を
三
つ
の
群
に
升
類
し
、
そ
れ
に
そ
の
圏
々
に
治
げ
る
土
地
配
分
の
特
徴
た
ら
び
に
無
事
者
数
を
つ
け

加
え
た
表
全
作
る
。
そ
し
て
、
こ
の
表
か
ら
、
経
替
の
大
小
が
、
牧
釜
高
し
た
が
っ
て
農
業
の
強
度
に
と
っ
て
決
定
的
左
も
白
て
沿
い

と
と
が
密
閉
さ
れ
る
と
い
う
の
ぞ
あ
る
。

「
何
と
怠
れ
ば
、
最
高
額
の
収
益
を
持
っ
て
い
る
園
々
に
治
い
て
も
、
小
土
地
所
有
お
よ
び
小
経
替
は
優
勢
だ
か

b
て
あ
る
(
ベ

ル
ギ
l
、
ス
イ
ス
、

J
T
Y
マ
l
夕
、
オ
ラ
ン
ダ
)

O

他
方
に
治
い
て
は
、
少
額
の
牧
盆
者
持
づ
て
い
る
園
々
の
中
に
は
プ
ル
ガ
リ
ャ
、

職
前
の
ロ
シ
7
の
上
う
な
典
型
的
左
大
土
地
所
有
園
も
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ
工
-

セ
ル
ピ
ア
の
よ
う
に
典
型
的
社
小
経
皆
の
閣
も
あ
れ
ば
、
ま
た
己
れ
に
反
し
て
、
ル
1
T
=
7
、
イ
ス
ベ
ニ
ヤ
お
よ
び
、
第
一
次
大

大
経
瞥
L

し
牧
益
の
高
と
は
決
し
て
一
義
的
の
闘

係
に
あ
る
も
白
て
は
な
悼
と
い
う
と
と
を
示
し

τ
い
る
。
己
れ
に
反
し
て
、
と
の
表
は
、
牧
盆
の
高
は
、

一
般
的
文
化
・
・
・
:
の
最
も

恐
慌
と
地
代
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O 

粗
雑
な
標
準
と
も
可
成
り
に
比
例
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

己
こ
に
は
、
資
本
主
義
的
農
業
も
封
建
的
大
土
地
所
有
も
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
皆
の
大
小
の
基
準
が
、

た
だ
土
地
由
一
白
積
債
狭
の
み
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
土
地
の
面
積
の
庚
狭
を
一
F
ナ
統
計
が
必
ず
し
も
経
営
の
大
小
を
物
語
り
え
な
い
と

と
に
つ
い
て
は
、
カ
ウ
ッ
キ
ー
が
す
で
に
次
の
主
う
に
警
告
し
て
い
た
。

「
集
約
的
に
耕
作
さ
れ
る
小
農
地
は
、
面
積
の
庚
い
粗
放
的
に
耕
作
さ
れ
る
も
白
主
り
も
大
な
る
経
倍
て
あ
る
と
い
う
己
と
が
で

き
る
。
経
瞥
白
面
積
に
つ
い
て
の
み
報
告
す
る
統
計
は
、
そ
の
土
地
回
積
の
時
と
し
て
起
る
縮
小
が
、
経
営
の
事
質
上
の
縮
小
に
基

〈
の
か
、
そ
の
集
約
化
に
基
〈
の
か
に
つ
い
て
、
少
し
も
明
か
に
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
」

己
白
カ
ウ
ッ
年
ー
が
警
告
し
て
い
る
鮪
こ
モ
、
農
業
広
島
げ
る
安
本
主
義
的
諸
法
則
の
貫
徹
を
認
め
一
る
か
否
か
の
分
岐
黙
に
を
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ず
ァ
ル
ガ
は
、
と
の
警
告
を
無
視
し
た
。
そ
し
て
必
然
的
に
土
地
面
積
を
粧
品
百
の
大
小
の
基
準
に
し
、
そ
と
か
ら
大
経

替
が
小
経
替
を
駆
逐
す
る
と
い
う
ζ

と
を
否
定
し
、
農
業
に
資
本
主
義
酌
経
済
訣
則
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
脊
定
し
い
に
。
己
の
よ
う
な
見

解
か

b
は
、
小
農
が
優
越
す
る
農
業
が
資
本
主
義
化
さ
れ
て
分
解
す
る
己
と
が
認
め
ら
れ
在
い
の
は
営
然
で
あ
る
。
い
つ
主
て
た
づ
て

も
、
農
業
に
沿
い

τは
小
農
が
激
的
K
も
経
済
的
に
も
優
越
し
て
い
る
己
と
に
去
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ぎ
に
、
地
代
を
生
産
関
係
と
切
離
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
か

b
は
、
資
本
主
義
的
地
代
の
護
生
陀
闘
す
る
問
題
も
、
費
本
主
義
的

農
業
と
封
建
的
農
業
と
の
直
別
も
か
え
り
み

b
わ
な
い
。
各
閣
の
文
化
水
準
と
土
地
生
産
力
と
の
関
係
を
の
.
へ
た
所
ゼ
、
ず
ァ
ル
ガ
は
、

安
本
主
義
的
農
業
も
封
建
的
農
業
も
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
、
た
だ
土
地
面
積
の
庚
狭
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
介
。
こ
の
よ
う
在
理
論
か
ら

は
、
封
建
的
農
業
が
安
本
主
義
化
の
逼
程
て
た
ど
る
農
業
経
営
の
危
機
も
豆
し
〈
評
債
ナ
る
こ
と
は
ぞ
き
た
い
。
農
業
経
俸
の
危
機
と

農
業
恐
慌
と
が
混
同
さ
れ
る
危
険
性
は
充
分
に
存
在
す
る
。



以
上
て
、
地
代
を
生
産
関
係
と
切
離
れ
た
も
心
と
し
て
理
解
し
た
ず
ァ
ル
ガ
は
、
己
の
出
護
鮪
て
D
誤
り
の
た
め
に
、
差
額
地
代
主

「
牧
種
逓
減
の
法
則
」
と
結
び
つ
け
る
結
果
に
な
り
、
盟
問
封
地
代
の
基
礎
を
土
地
所
有
の
濁
占
に
の
み
求
め
、
そ
し
て
、
農
業
に
ゐ
け

る
資
本
主
義
の
登
展
し
た
が
っ
て
そ
白
過
程
て
の
小
農
の
分
解
を
認
め
る
己
と
が
で
垂
ず
、
封
建
的
農
業
と
費
本
主
義
農
業
と
白
直
別

が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
差
額
地
代
・
絶
封
地
代
を
生
産
関
係
か
ら
切
離
し
、
債
償
法
則
か
ら
切
離
し
て

担
え
た
と
己
ろ
に
、
平
均
利
潤
D
法
則
を
無
関
す
る
よ
う
も
叫
彼
の
恐
慌
請
が
出
て
く
る
と
己
ろ
白
彼
白
倶
値
法
則
に
た
い
す
る
理
解
の
一

弱
古
が
最
も
明
瞭
に
示
古
れ

τい
た
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
の
諸
法
則
が
農
業
に
貫
徹
す
る
こ
と
の
把
握
に
飲
陥
が
る
っ
た
た
め
に
、

農
業
日
費
本
主
義
化
に
と
も
た
う
小
農
の
分
解
が
理
解
て
き
ず
、
己
己
に
農
業
に
お
け
る
小
農
D
優
越
が
考
え
ら
れ
、
己
れ
が
農
業
恐

慌
が
長
期
に
わ
た
っ
て
持
績
す
る
と
い
う
己
と
の
論
擦
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
代
を
生
産
闘
係
と
切
離
し
て
理
解
す
れ
ば
封

建
的
農
業
と
安
本
主
義
的
農
業
と
の
直
別
が
つ
か
左
く
な
る
の
は
営
然
て
あ
り
、
己
己
に
、
彼
が
農
業
経
静
の
危
機
を
農
業
恐
慌
と
混

同
す
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
国
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①

ま

F
m
.
-
4

ノ

③
カ
ワ
フ
キ
l
『
農
業
問
題
』
岩
波
文
庫
版
。
な
お
カ
ウ
ヲ
キ
ー
の
地
代
請
に
た
い
す
る
批
判
と
し
て
は
、
山
田
勝
良
郎
『
地
代
前
論
争
』
、
お

Z
び

拙
稿
「
林
業
地
代
粛
の
一
帯
察
」
(
『
紹
興
論
叢
』
第
七
二
替
、
第
大
器
)
を
参
照
さ
わ
支
い
。

①
修
正
主
義
者
白
地
代
論
に
た
い
す
る
批
判
と
し
て
は
『
農
業
問
題
と
「
マ
ル
ク
ス
批
判
家
』
に
詳
し
い
。

①

回

4m提唱
-
F
E
由
'

⑦

宇

ザ

ッ

キ

1

『
農
業
問
題
』
岩
波
文
庫
成
。

①
農
業
に
お
い
て
も
大
輝
替
が
小
組
晋
を
踊
認
す
る
と
と
を
一
目
し
た
カ
ウ
ッ
キ
ー
の
「
農
業
問
題
』
に
た
い
し
て
、
「
土
地
牧
穫
週
減
の
法
則
」
と

土
地
所
有
の
凋
占
と
断
ち
導
き
出
さ
れ
た
地
代
請
を
基
礎
に
し
た
修
正
主
義
者
遣
が
攻
撃
を
集
中
し
た
。
と
の
修
E
主
義
者
撞
の
批
判
に
た

V
L
て

一
一
一

恐

慌

と

地

代

第
七
十
七
春

第

披



恐

慌

と

地

代

第
七
十
七
巻

第

競

カ
ウ
ッ
キ
ー
を
擁
護
し
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
経
済
法
則
自
貫
徹

E
明
示
し
た
も
の
と
し
て
『
農
業
問
題
ξ

「
マ
ル
ク
ス
批
剣
家
」
』
和
ょ

が
同
じ
著
者
。
『
農
業
に
担
け
る
資
本
主
義
』
が
あ
る
。
ゲ
ア
ル
ガ
は
、
乙
乙
で
は
、
カ
ク
ッ
キ
ー
を
無
加
す
る
と
と
に
よ
っ
て
修

E
主
義
者
自
見

地
に
立
っ
て
い
る
。

ず
?
ル
が
の
恐
慌
論
お
よ
び
地
代
論
の
検
討
に
よ
っ
て
、
農
業
恐
慌
が
周
期
性
を
も
た
ず
、
か
つ
長
期
に
わ
た
っ
で
持
続
ナ
る
と
い

う
彼
白
見
解
の
誤
謬
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
周
期
性
を
も
た
ず
長
期
に
わ
た
っ
て
持
績
ナ
る
恐
慌
と
h
う
乙
と
は
、
彼
の

恐
慌
諭
D
過
小
泊
費
説
的
傾
向
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業
に
治
け
る
小
農
の
優
越
と
固
定
資
本

の
微
弱
性
と
は
、
と
も
に
恐
慌
論
か

b
も
ず
ァ
ル
ガ
D
主
張
す
る
よ
う
な
農
業
恐
慌
の
特
殊
性
白
論
操
と
注
目
え
な
h
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
論
壌
は
、
グ
ヲ
ル
ガ
の
地
代
論
の
依
陥
か
ら
必
然
的
広
場
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

b
か
に
な
っ
た
。
恐
慌
に

果
ナ
地
代
の
役
割
怯
、
農
業
恐
慌
を
工
業
恐
慌
D
循
環
か
ら
樹
立
吉
せ
る
ほ
ど
白
強
力
在
も
の
だ
と
す
る
論
撲
は
つ
い
え
た
。
そ
れ
は

せ
い
百
い
、
地
代
の
存
在
D
た
め
に
農
業
に
お
け
る
安
本
主
義
白
袈
展
が
工
業
と
比
較
し
て
著
し
〈
遅
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
農
業
部
面
K

恐
慌
が
生
起
す
る
よ
う
に
在
る
白
が
工
業
と
く
ら
べ
て
誼
に
遅
れ
る
と
い
う
農
業
恐
慌
の
歴
史
的
左
後
出
牲
と
、
恐
慌
か
ら
の
克
服
K

際
し
て
は
地
代
の
存
在
の
た
め
に
経
替
の
縮
小
が
さ
ま
た
げ

b
れ
モ
の
た
め
に
農
業
部
面
白
立
直

p
が
遅
れ
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ず
γ

ル
ガ
、
リ
ヤ
シ
チ
ヱ
ン
コ
、
リ
品
目
ホ
シ
ッ
W

ノ
左
ど
農
業
恐

慌
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
の
主
張
者
謹
が
、
己
れ
ま
で
の
恐
慌
の
史
料
に
基
い
て
立
論
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
史
料
を
再
検
討
し
て
、

正
し
い
恐
慌
の
歴
史
を
え
が
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
ゼ
あ
ろ
う
。




